
令和５年度 中学校学習指導要領実施状況調査について(結果のポイント）

【⽬的】
中学校学習指導要領の次期改訂に資するため、今次改訂の改善事項を中⼼に、各教科等の⽬標や内容に照らした⽣徒の学習の実現状況について

調査研究を⾏い、検討の基礎となる客観的データ等を得るとともに、教育課程の基準に係る課題の有無及びその内容等を検証・総括する。

【時期、対象学年及び教科等】
〇調査時期：調査①令和５年11⽉１⽇（⽔）から令和５年12⽉22⽇（⾦）

（⾳楽、美術、技術・家庭、保健体育、特別の教科道徳、総合的な学習の時間、特別活動）
調査②令和６年１⽉22⽇（⽉）から令和６年３⽉19⽇（⽕）

（国語、社会、数学、理科、外国語（英語）、特別の教科道徳、総合的な学習の時間、特別活動）
〇調査対象：国公⽴及び私⽴中学校 1,356校（義務教育学校後期課程、中等教育学校前期課程含む） ※全学校の約13.２％、無作為抽出

実施⽣徒数（延べ） 159,150⼈
〇内容 ：各教科で、①今回の改訂の基本⽅針に関する事項、②各教科等の主な改善事項（今回の改訂で新設された事項、学年及び学校種を超

えて移⾏した事項）、③従来、課題とされている事項の視点に基づくペーパーテスト調査を実施するとともに、⼀部教科で実技調査
を実施。あわせて、⽣徒、教師、学校⻑を対象とした質問調査をオンライン形式にて実施。

・ペーパーテスト調査：第１〜３学年 国語、社会、数学、理科、⾳楽、美術、技術・家庭、保健体育（体育分野、保健分野）、
外国語（英語）

・質問調査（学校）（⽣徒、教師）：第１〜３学年 特別の教科道徳、総合的な学習の時間、特別活動
・実技調査：第３学年 美術、技術・家庭（家庭分野）、保健体育（体育分野）、外国語（英語）

調査の概要

速報版

特別の教科 道徳、総合的な学習の時間、特別活動の質問調査の結果から
〇基本的に多くの設問において⽣徒の肯定的な回答の割合が⾼く、これらの教科・活動等に対する⽣徒の⾼い意欲がうかがわれる。

各教科のペーパーテスト調査の結果から
○必要な情報を資料から読み取ることについては成果が⾒られるが、読み取った情報を整理してまとめることや、そこから⾃分の考えを表現する
こと、情報を基にその原因や理由を説明することについては課題があると考えられる。

○基礎的・基本的な知識の理解は進んでいるが、知識と関連付けて表現することや、分析的・総合的に物事を捉えることについては課題があると
考えられる。

（主なポイント）
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ペーパーテスト調査等の概要

令和５年度 中学校学習指導要領実施状況調査について（ペーパーテスト調査等）

● 調査実施校：中学校 1,356 校 実施⽣徒数 159,150⼈（延べ数）

※１教科１問当たり、3,600⼈程度の調査結果を得ることができるよう、調査対象を無作為抽出した。

● データを⾒るにあたって
〇「１．主な改訂のポイント」「２．学習指導要領実施状況調査から明らかとなった成果と課題」「３．２の成果と
課題を踏まえた改善の⽅向性」「４．調査問題例」の４構成と「４」に対応する問題を別紙（問題例）で添付。

〇「２．学習指導要領実施状況調査から明らかとなった成果と課題」中の⾚字部分は「相当数の児童ができている」
もの、⻘字部分は「課題があると考えられる」もので、下線が付されているものは、「４．調査問題例」及び別紙
において問題例（質問項⽬例）が⽰されている。

※実技調査については、対象教科（美術、技術・家庭（家庭分野）、保健体育（体育分野）、外国語（英語）のペー
パーテスト調査を実施する抽出校の中から調査を実施する学校を抽出。（１教科当たり350⼈程度：10校程度）)



令和５年度 中学校学習指導要領実施状況調査の結果について（理科）

○理科で育成を⽬指す資質・能⼒を育成する観点から、⾃然の事物・現象に
進んで関わり、⾒通しをもって観察、実験などを⾏い、その結果を分析し
て解釈するなどの科学的に探究する学習を充実

○理科を学ぶことの意義や有⽤性の実感及び理科への関⼼を⾼める観点から、
⽇常⽣活や社会との関連を重視

１．平成29年学習指導要領の主な改訂のポイント

〇実験結果の表やグラフなどを基に規則性や関係性を考察することや、⽇常
⽣活と関連付けてヒトの体で起こる現象の意味を説明することについては、
相当数の⽣徒ができている。

〇⾃然の事物・現象をモデル実験の操作や結果に当てはめて考察することや、
実験結果を基にその結果が⽣じる理由を説明することについては、課題が
あると考えられる。

２．学習指導要領実施状況調査から明らかとなった成果と課題

○指導上の改善点
・科学的に探究する学習の⼀層の充実を図るために、「探究の過程」を意
識した授業をデザインして展開することが⼤切である。その際、⽣徒が
「探究の過程」を通じて課題を解決できるように、「単元の指導と評価
の計画」を⾒直すことなども考えられる。

・学習したことが⾃然の事物・現象と関連していることに気付かせるとと
もに、理科を学ぶことの意義や有⽤性を感じられるよう指導の充実を図
る。

３．２の成果と課題を踏まえた改善の⽅向性

４．調査問題例（ペーパーテスト 中学校/理科）

「実験結果の表を基に、浮⼒の⼤きさの規則性や関係性を考察するこ
と」の問題例（別紙１参照）

〇今回の学習指導要領の改訂に当たり、科学的に探究する学習を重視
した。また、第１学年から第３学年へ移⾏した内容である。

〇ばねばかりに取り付けたおもりを⽔中に沈める実験の結果から浮⼒
の⼤きさの規則性や関係性を問う問題を出題。

第３学年【通過率 (1)79.9% (2)68.0％】
「反射が⾝を守ることに役⽴っている理由を説明すること」の問題例
（別紙２参照）

〇今回の学習指導要領の改訂に当たり、⽇常⽣活や社会との関連を重
視した。

○熱いやかんに触れて思わず⼿を引っ込める反応など、反射が⾝を守
ることに役⽴っている理由を問う問題を出題。

第２学年【通過率 86.6%】

「⽕成岩のつくりと⽕成岩のでき⽅を⽰すモデル実験とを関連付けて
考察すること」の問題例（別紙３参照）

〇今回の学習指導要領の改訂に当たり、科学的に探究する学習を重視
した。

○⽕成岩のつくりと⽕成岩のでき⽅を⽰した２つのモデル実験との関
係を考察することを問う問題を出題。

第１学年【通過率 28.9 ％】
「密閉しない場合における気体の発⽣を伴う化学変化の前後で、質量

の変化が⽣じる理由を説明すること」の問題例（別紙４参照）
〇今回の学習指導要領の改訂に当たり、科学的に探究する学習を重視
した。

〇塩酸と炭酸⽔素ナトリウムを密閉せずに反応させる実験において、
反応後に質量が⼩さくなる理由を問う問題を出題。

第２学年【通過率 41.4％】



・
・

「実験結果の表を基に、浮⼒の⼤きさの規則性や関係性を考察すること」の問題例

(1)【通過率 79.9％】

(2)【通過率 68.0％】

別紙１（問題例）

理科 第３学年 実験結果の表を基に、浮⼒の⼤きさの規則性や関係性を考察することについて問う問題
〇ばねばかりに取り付けたおもりを⽔中に沈める実験の結果から浮⼒の⼤きさの規則性や関係性を問う問題
この問題から、科学的に探究する⼒（思考⼒、判断⼒、表現⼒等）の育成の状況についてみる。

(1)

２
(2)

３

【正答】



・
・

「反射が⾝を守ることに役⽴っている理由を説明すること」の問題例

別紙２（問題例）

理科 第２学年 反射が⾝を守ることに役⽴っている理由を説明することについて問う問題
〇熱いやかんに触れて思わず⼿を引っ込める反応など、反射が⾝を守ることに役⽴っている理由を問う問題
この問題から、科学的に探究する⼒（思考⼒、判断⼒、表現⼒等）の育成の状況についてみる。

【通過率 86.6％】

危険から
体を守る

【正答例】



・
・

「⽕成岩のつくりと⽕成岩のでき⽅を⽰すモデル実験とを関連付けて考察すること」の問題例

別紙３（問題例）

理科 第１学年 ⽕成岩のつくりと⽕成岩のでき⽅を⽰すモデル実験とを関連付けて考察することについて問う問題
〇⽕成岩のつくりと⽕成岩のでき⽅を⽰した２つのモデル実験との関係を考察することを問う問題
この問題から、科学的に探究する⼒（思考⼒、判断⼒、表現⼒等）の育成の状況についてみる。

(3)

２

【正答】

【通過率 28.9％】



「密閉しない場合における気体の発⽣を伴う化学変化の前後で、質量の変化が⽣じる理由を説明すること」の問題例

別紙４（問題例）

理科 第２学年 密閉しない場合における気体の発⽣を伴う化学変化の前後で、質量の変化が⽣じる理由を説明することについて問う問題
〇開いた系で塩酸と炭酸⽔素ナトリウムを反応させる実験において、反応後に質量が⼩さくなる理由を問う問題
この問題から、科学的に探究する⼒（思考⼒、判断⼒、表現⼒等）の育成の状況についてみる。

(2)【通過率 41.4％】

気体が発⽣
したから

【正答例】


